
令
和
元
年
八
月
一
日
提
出

質

問

第

一

八

号

北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
す
る
政
府
の
対
応
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

山

井

和

則
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北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
す
る
政
府
の
対
応
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

岩
屋
防
衛
大
臣
は
、
二
〇
一
九
年
七
月
二
十
九
日
の
記
者
会
見
で
、
「
北
朝
鮮
は
七
月
二
十
五
日
に
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル

を
発
射
し
た
も
の
と
判
断
し
た
」
と
発
言
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
安
倍
総
理
は
、
七
月
二
十
五
日
に
北
朝
鮮
に
よ
る
短
距
離
ミ

サ
イ
ル
発
射
の
報
告
を
受
け
た
後
も
、
静
養
先
で
の
ゴ
ル
フ
の
プ
レ
ー
を
続
行
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
以
下
の
通
り
、
質
問
し
ま
す
。

一

二
〇
一
七
年
八
月
と
九
月
の
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
際
に
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

（
以
下
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
い
う
。
）
が
発
動
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
の
七
月
二
十
五
日
の
短
距
離
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
際
し
て

は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
発
動
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
〇
一
七
年
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
発
動
さ
れ
、
今
回
の

ミ
サ
イ
ル
発
射
に
は
発
動
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
を
示
し
て
下
さ
い
。
併
せ
て
、
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
す
る
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
の
発
動
の
基
準
を
示
し
て
下
さ
い
。

二

二
〇
一
七
年
九
月
の
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
際
に
は
、
総
理
指
示
の
発
出
、
国
家
安
全
保
障
会
議
の
開
催
、
安

倍
総
理
会
見
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
の
七
月
二
十
五
日
の
短
距
離
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
つ
い
て
は
、
安
倍
総
理
は
静

養
先
で
の
ゴ
ル
フ
を
続
行
す
る
な
ど
、
政
府
の
対
応
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
差
異
が
生
じ
た
理

一



由
に
つ
い
て
、
国
民
に
説
明
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
差
異
が
生
じ
た
理
由
と
、
国
民
へ
の
説
明
の
必
要
性
に
関
す
る

政
府
の
見
解
を
示
し
て
下
さ
い
。

右
質
問
す
る
。

二


